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０．定義

〇検討会では、都市高速道路・九州縦貫自動車道に囲まれたエリアについて、その中で都市高速道
路環状線内側と環状線東側の2つに区分。

〇上記外のエリアを東部・南部・西部の3つのエリアに区分。
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１．福岡都市圏の状況①（人口）

〇福岡都市圏は人口が増加しており、持続的に成長が見込まれる地域。
〇特に粕屋町や志免町などで人口増加の見込み。（全国や福岡県全体では人口減少の見込み）
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資料：国勢調査_総務省(H17,H22,H27)、日本の地域別将来推計人口_国立社会保障・人口問題研究所(H30)

▲福岡都市圏の人口
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［福岡都市圏構成市町（１７市町）］
福岡市、筑紫野市、春日市、大野城市、太宰府市、那珂川市、古賀市、宇美町、
篠栗町、志免町、須恵町、新宮町、久山町、粕屋町、宗像市、福津市、糸島市

※： H17に対する比率を示している。
（R17/H17の比率の高い上位５市町のグラフを記載）
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１．福岡都市圏の状況②（開発計画の例：福岡空港の滑走路増設）

〇福岡空港は、滑走路増設が計画されており、今後乗降客数の増加が見込まれる。

資料：国土交通省「空港管理状況調書」

福岡国際空港㈱中期事業計画（R5,R30見込み）

▲福岡空港の旅客数推移

（万人）

既設増設

資料：福岡国際空港㈱マスタープラン

年々増加
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１．福岡都市圏の状況③（道路ネットワーク）

〇過去の福岡都市圏の道路ネットワークは「Y字型」のネットワークであり、都心部に交通が集中しや
すいネットワークを形成していた。

〇都市高速道路や福岡外環状道路の整備により、西・南側は都心部の通過交通を分散可能なネット
ワークが形成されたが、東側は依然として都心部に交通が集中しやすいネットワークとなっている。

■福岡都市圏における環状道路の整備

過去｜都心部に交通が集中し、地域発展の妨げに

現在｜西・南側は都心部の通過交通を分散可能に
（東側は依然として都心部に交通が集中するﾈｯﾄﾜｰｸ）

「Y字型」

■福岡都市圏の道路ネットワーク
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市街地部

都心部

都心部に向かう車

都心部へ行く経路
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１．福岡都市圏の状況④（道路交通状況：走行速度）

〇福岡市の混雑時平均旅行速度が東京都23区を下回り、都心部を中心に走行速度が低下している状況。

資料：民間ﾌﾟﾛｰﾌﾞﾃﾞｰﾀ(H28_平日昼間平均)

▲政令指定都市・特別区の
混雑時平均旅行速度

※混雑時：朝のラッシュ時間帯（午前7時～午前9時）
又は夕方ラッシュ時間帯（午後5時～午後7時）のうち
上下線それぞれが混雑する時間帯にそれぞれ計測

※混雑時平均旅行速度：全国道路・街路交通情勢調
査(H27)におけるDID（人口集中地区）内の全道路
（国道、県道、主要地方道、指定市道）の平均値

▲福岡都市高速道路の旅行速度

資料：全国道路・街路交通情勢調査(H27)

※速度：区間毎に最も速度が低下した時間帯

資料：全国道路・街路交通情勢調査(H27)
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１．福岡都市圏の状況⑤（道路交通状況：交通需要）

○環状線内側・東側の流出入の道路ネットワークをみると、東部の断面で交通需要に対して交通容
量が不足。

▲福岡都市圏の道路交通状況
資料：ＥＴＣ2.0 (Ｒ1.6)、全国道路・街路交通情勢調査(H27)

旅行速度の凡例
■ 0 ～20km/h
■ 20～30km/h
■ 30～50km/h
■ 50km/h ～

▲福岡都市圏の道路交通状況

混雑度

西部

南部①

南部②

交通容量
2,260

718

1,598

887

2,943

2,414

777

1,295

822

2,561

容量超過

資料：全国道路・街路交通情勢調査(H27)

東部②

東部①
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２．福岡都市圏の課題①（通過交通）

○将来の環状線内側と環状線東側の通過交通は、東部-南部の交通需要が約４割を占めている。
（九州縦貫自動車道の通過交通を除く）

▲環状線内側と環状線東側の通過交通需要

資料：交通量推計（将来_H22ODﾍﾞｰｽ）

▲環状線内側と環状線東側の通過交通需要

資料：交通量推計（将来_H22ODﾍﾞｰｽ）

N=13.2万台/日

その他

13％(1.7万台)

南部-西部

20％(2.6万台)

東部-南部

41％(5.4万台)

東部-西部

27％(3.5万台)

約４割

※九州縦貫自動車道
の通過交通を除く
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２．福岡都市圏の課題②（主要渋滞箇所）

資料：地域の主要渋滞箇所(一般道)_福岡県交通渋滞対策協議会（R1）

〇福岡都市圏の主要渋滞箇所は全体で１１０箇所で、国道などの主要幹線道路に集中している。
○今後、人口増加や天神ビッグバンなどの機能更新に伴い交通需要の増加が見込まれる。

▲福岡都市圏の主要渋滞箇所
資料：地域の主要渋滞箇所(一般道)_福岡県交通渋滞対策協議会（R1）

N=110箇所 N=76箇所

その他
31% (34箇所)

福岡市
博多区+中央区以外

49% (37箇所)

福岡市
69% (76箇所)

博多区+中央区
51% (39箇所)

福岡都市圏 福岡市
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２．福岡都市圏の課題③（リダンダンシー）

資料：地震調査研究推進本部HP

都市高速道路、国道3号、博多BP

などの主要幹線道路が集中

○福岡都市圏の主要な交通ネットワークをみると、環状線東側においては、都市高速道路、国道3号、
博多BPなどの主要幹線道路が集中しているうえ、渋滞が発生するなど交通容量が不足している。

〇大規模災害や事故の場合に、交通機能が麻痺し大きな迂回が必要。
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２．福岡都市圏の課題④（都市高速道路）

〇福岡都市高速道路は、年々利用交通量が増加しており、渋滞の発生も増加傾向。
〇特に、東浜付近は最も利用交通量が多い区間。
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【利用交通量】

資料：福岡北九州高速道路公社ＨＰ

▲福岡都市高速の交通状況

利用交通量
１位(H30)

H26 2.5
H27 2.5
H28 2.5
H29 2.6
H30 2.4

H26 7.6
H27 7.9
H28 8.1
H29 8.1
H30 8.0

：8万台/日以上

：6～8万台/日

：4～6万台/日

：2～4万台/日

：2万台/日以下

断面交通量(万台/日)

H26 3.8
H27 3.9
H28 4.1
H29 4.2
H30 4.3

H26 3.5
H27 3.6
H28 3.8
H29 3.9
H30 3.9

H26 2.0
H27 2.0
H28 2.1
H29 2.2
H30 2.2

H26 7.1
H27 7.2
H28 7.3
H29 7.3
H30 7.2

H26 6.7
H27 6.9
H28 7.0
H29 6.9
H30 6.9

H26 5.0
H27 5.0
H28 5.1
H29 5.1
H30 5.0

H26 6.1
H27 6.2
H28 6.3
H29 6.3
H30 6.3

H26 6.1
H27 6.2
H28 6.3
H29 6.4
H30 6.5

H26 6.9
H27 7.0
H28 7.1
H29 7.2
H30 7.2

H26 4.8
H27 5.0
H28 5.1
H29 5.1
H30 5.2

H26 4.0
H27 4.1
H28 4.3
H29 4.4
H30 4.4

H26 3.3
H27 3.4
H28 3.6
H29 3.6
H30 3.7

H26 2.8
H27 2.9
H28 3.0
H29 3.1
H30 3.2

H26 1.8
H27 1.9
H28 2.0
H29 2.0
H30 2.1

H26 2.1
H27 2.1
H28 2.2
H29 2.3
H30 2.3

H26 2.7
H27 2.8
H28 2.9
H29 2.9
H30 2.9

H26 3.2
H27 3.3
H28 3.4
H29 3.5
H30 3.5

資料：福岡北九州高速道路公社ＨＰ
断面交通量_ふくきたネットワーク 福岡北九州高速道路公社(H27-R1)

※福岡高速道路における年間通行台数

【渋滞件数】

※渋滞：走行速度20km/h以下で車列長0.5km以上
の状態が30分以上継続した場合
（事故に伴う渋滞を含む）

増加傾向

増加傾向

貝塚JCT

H26 3.3
H27 3.4
H28 3.6
H29 3.6
H30 3.5：主な渋滞箇所
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環状線
内側

２．福岡都市圏の課題⑤（福岡IC、太宰府IC）

太宰府IC
764百台/日(全国２位)

福岡IC
501百台/日(全国５位)

▲太宰府ICの混雑状況
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(百台/日)

資料：高速道路統計月報_高速道路と自動（H29.11）
▲IC出入り交通量（全国上位５位）

※首都圏の端末ICを除く

全国2位
全国5位

〇福岡ICの利用交通は全国5位となっており、太宰府ICは全国2位と利用が多い。
〇特に、筑紫野ICから太宰府ICの上り線は、朝・夕などに交通混雑が発生。

須恵SIC
59百台/日(全国９位※)

資料：高速道路統計月報_高速道路と自動車（福岡IC・太宰府IC_H29.11、須恵SIC_R1.9）
主要渋滞区間_福岡北九州高速道路公社HP
（矢印はICを利用する交通の一例を示している。）

※スマートインターでの順位

環状線
東側
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東部方面の状況 （県道 福岡東環状線の整備状況）

○県道福岡東環状線は福岡市東区香椎を起点とし、福岡市博多区月隈を結び、地域経済を支え、
福岡都市圏の慢性的な交通混雑を緩和する幹線道路であり、開通区間では約3万台/日の利用
交通。

335百台/日

香椎

月隈
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東部方面の状況 （県道 筑紫野古賀線の整備状況）

○県道筑紫野古賀線は福岡県筑紫野市と古賀市を結び、南北交通軸の強化や地域間交流を促進
する幹線道路であり、開通区間では約2～3万台/日の利用交通。

357百台/日

219百台/日

225百台/日

157百台/日

※拡幅、別線含む

※

★

★

★

★

★

★

●

●

●

●

●
４車完★：16.26km
残工区：17.02km
合 計：33.28km

事業中●：11.86km

●

古賀市

筑紫野市
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